
横浜の都市デザインと 
歩いて楽しいまちづくり

横浜市都市デザイン室／デザイン調整担当係長 
都市デザイナー 

桂 有生
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【 最前線でのものづくり経験と、その楽しさ 】  

【 安藤忠雄建築研究所に在籍 ／ 1999 - 2001 】            【 山本理顕設計工場に在籍 ／ 2002 - 2007 】 

【いくつかの美術館やコンペなどを担当】  

　東京芸術大学卒業後、安藤忠雄建築研究所にて、いくつかの
美術館やコンペなどを担当。建築の設計技術はもとより、社会
に向かう姿勢やストイックさを学ぶ貴重な機会を頂いた。

２

【横須賀美術館】  

　市政１００周年を記念してつくられた美術館。県立観音崎公園
内、東京湾を望む立地から、ボリュームの半分は地下に埋められて
いる。美術品を潮風などから守りつつ、周辺環境と一体となった
鑑賞環境を生み出すため、ガラスの箱の中に入れ子状に殻を設け、
そこに開けた穴によって光や視線をコントロールしている

no photo



【 都市デザイン 横浜 】  

・まちづくり・都市デザインの企画

・デザイン調整（横断的調整）

・公共空間活用

・発注のデザイン・官民協働の仕組みづくり

・共同研究（ w / 横浜国大・横浜市立大学）

・広報普及活動　など

建築・道路・公園・港湾緑地から農地や墓地、さらにはにぎわ
いやグラフィックまで、ハードやソフト、官民も問わず、組織・
分野横断的に都市デザインに取り組み、年間30件以上／18年で
500件以上のプロジェクトに関わる。

【 横浜市都市デザイン室に在籍 ／ 2007 - 現在 】  

【主な役割】  

　60年代に始まった横浜の都市デザイン。企画調整局によ
る横断的調整を旨とし、都市空間の質の向上を目指して来
た。80年代以降、その伝統は組織的にではなく、庁内文
化・矜持として引き継がれ、その中心を都市デザイン室と
インハウスのデザイナーが支えている。
　2007年に初の都市デザイン専門職として入庁以来、質の
高いデザイン調整を行うとともに、都市デザイン文化の維
持と、都市デザインのアップデートにも力を注いできた。

３



【 都市デザイン 横浜 】  

【 横浜の都市デザイン 理念と７つの目標 】  

「個性と魅力ある人間的な都市をつくる」

４



【 都市デザイン 横浜 】  

【 横浜の都市デザイン ／ ７つのアプローチと実践 】  

都心部での 
継続的・発展的な展開 

住宅地から 
「多様なライフスタイルを 
かなえるまち」へ 

海をひらく 

テーマ 

１ 

テーマ 

２ 

テーマ 

３ 

２　都市デザインの７つの取組み姿勢と３つの取組テーマ 

→野庭団地におけるアップサイクルのまちづく
り 

３つの取組テーマ 

→戦後建築の価値基準／保全活用 

→企業緑地のシェア、コンセプトブック作成 

５
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特
集

　

１
９
６
３
年
（
昭
和
38
年
）
11
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
調
査
季
報
』
は
今
号
で
50

周
年
を
迎
え
る
。『
調
査
季
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
１
９
６
０
年
代
は
、
戦
災
復
興
、

接
収
、
人
口
急
増
な
ど
に
苦
し
ん
で
い
た
横
浜
市
が
、
自
治
体
と
し
て
独
自
の
政

策
展
開
を
本
格
的
に
開
始
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
以
降
、『
調
査
季
報
』
は
そ

う
し
た
横
浜
市
の
取
組
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
政
策
に
つ
い
て
の
課
題
提
起
や
検

証
の
「
場
」
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

こ
の
創
刊
50
周
年
記
念
号
で
は
、
50
年
間
の
政
策
の
変
遷
を
分
野
ご
と
に
辿
る

「
政
策
五
十
年
史
」
を
特
集
し
、
今
後
の
政
策
論
議
の
共
通
基
盤
と
す
る
。

　

ま
た
、『
調
査
季
報
』
の
未
来
に
向
け
て
有
識
者
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
く
と
と

も
に
、『
調
査
季
報
』
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
今
後
へ
の
期
待
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
寄
稿
者
や
編
集
担
当
者
か
ら
の
寄
稿
を
掲
載
す
る
。

創刊50周年記念号

73■ 特集・政策五十年史
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都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
×
く

す
の
き
広
場
（
１
９
７
４
）

　

く
す
の
き
広
場
は
市
役
所
に
隣

接
し
、
緑
の
軸
線
に
も
位
置
づ
け

ら
れ
た
車
道
を
、
地
下
鉄
工
事
の

復
旧
に
合
わ
せ
て
歩
行
者
空
間
と

し
て
整
備
し
た
も
の
で
、
都
市
デ

ザ
イ
ン
チ
ー
ム
が
企
画
、
自
ら
図

面
を
描
き
な
が
ら
各
局
調
整
を
行

な
い
、
横
断
的
な
各
局
協
力
に
よ

り
実
現
し
た
最
初
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
あ
る
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
市

庁
舎
と
の
関
係
を
密
に
し
、
他
の

建
築
群
へ
と
広
が
る
イ
ン
パ
ク
ト

を
持
つ
、
リ
ズ
ム
感
溢
れ
る
歩
行

者
空
間
」。
す
な
わ
ち
、
市
庁
舎

の
素
材
や
柱
割
に
合
わ
せ
た
レ
ン

ガ
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
路
面
パ

タ
ー
ン
デ
ザ
イ
ン
、
周
辺
建
築
物

の
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
、
緑
の
軸
線
上
の
照
明
器
具
の

共
通
デ
ザ
イ
ン
開
発
、
絵
タ
イ

ル
・
サ
イ
ン
ポ
ー
ル
に
よ
る
都
心

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
、
連
続
す
る
関
内

駅
南
口
前
車
道
の
歩
行
空
間
化

（
１
９
８
５
）
な
ど
、
道
路
単
体

に
留
ま
ら
な
い
デ
ザ
イ
ン
を
提
案

し
、
そ
の
後
の
歩
行
者
空
間
整
備

の
展
開
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

原
型
と
な
っ
た
。
国
吉
氏
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
都
市
デ
ザ
イ
ン

チ
ー
ム
に
加
え
、
内
藤
惇
之
氏
の

３
人
で
コ
ン
ペ
を
行
な
い
、
勝
利

し
た
岩
崎
案
を
直
接
施
工
会
社
と

の
や
り
と
り
の
中
で
つ
く
っ
て

い
っ
た
こ
と
が
論
述
さ
れ
て
い

る
。
岩
崎
氏
は
都
市
デ
ザ
イ
ン
と

は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
装

置
化
す
る
」
こ
と
で
あ
る
と
し
、

「
守
ら
れ
て
は
い
る
が
人
の
往
来

が
見
渡
せ
る
ス
ペ
ー
ス
」
を
く
す

の
き
広
場
に
も
点
在
さ
せ
る
こ
と

で
「
群
衆
の
中
の
孤
独
」「
孤
独

か
ら
共
感
」
と
い
う
考
え
を
具
現

化
し
て
い
る
。
広
場
よ
り
も
駐
車

場
レ
ベ
ル
を
下
げ
車
が
視
界
に
入

ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
歩
行

者
の
た
め
の
き
め
細
か
な
デ
ザ
イ

ン
が
随
所
に
な
さ
れ
て
い
る
。

５

国
吉
直
行
×
馬
車
道
・
伊
勢

佐
木
・
元
町
（
１
９
７
６
―
）

　

関
内
地
区
は
戦
災
と
接
収
、
そ

の
間
の
横
浜
駅
周
辺
地
区
の
急
成

長
に
よ
っ
て
相
対
的
に
地
盤
沈
下

の
傾
向
に
あ
り
、
全
市
的
な
傾
向

と
し
て
も
路
線
型
の
商
店
街
は
駅

前
の
集
中
型
商
店
街
に
対
し
て
苦

戦
し
て
い
た
。
経
済
局
の
商
店
街

活
性
化
モ
デ
ル
事
業
第
一
号
で

あ
っ
た
馬
車
道
商
店
街
は
く
す
の

き
広
場
の
整
備
や
都
心
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
の
成
果
を
見
て
、
商
店
街

を
貫
く
道
路
そ
の
も
の
の
魅
力
向

上
を
決
定
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー

ム
に
協
力
を
求
め
た
。
田
村
氏
、

岩
崎
氏
を
中
心
に
単
体
の
商
店
街

を
支
援
す
る
こ
と
に
は
否
定
的

だ
っ
た
企
画
調
整
局
で
あ
る
が
、

国
吉
氏
は
地
元
と
関
わ
り
な
が
ら

の
ま
ち
づ
く
り
を
主
張
、
最
後
は

都
市
デ
ザ
イ
ン
の
一
専
門
家
、
と

い
う
形
で
の
協
働
に
踏
み
切
っ

た
。
具
体
的
な
整
備
は
車
道
を
片

側
走
行
に
狭
め
て
歩
道
の
拡
幅
、

レ
ン
ガ
舗
装
、街
路
樹
、ス
ト
リ
ー

ト
フ
ァ
ニ
チ
ュ
ア
・
広
場
の
設
置

な
ど
。ま
ち
づ
く
り
の
目
標
は「
歴

史
的
建
造
物
の
残
る
地
区
の
特
性

を
活
か
し
な
が
ら
歩
行
者
が
楽
し

く
歩
け
る
街
を
つ
く
る
こ
と
」
で

あ
っ
た
。
馬
車
道
商
店
街
は
独
自

の
街
づ
く
り
協
定
を
つ
く
り
、
さ

ら
に
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
っ
た
。
協
定
の
主
な
内

容
は
１
・
２
階
の
壁
面
後
退
（
２
・

５
ｍ
以
上
）、
外
壁
の
色
彩
（
茶
・

モ
ノ
ト
ー
ン
系
）、
１
・
２
階
の

用
途
は
極
力
物
販
・
飲
食
と
す

る
、
広
告
物
の
形
態
な
ど
で
あ

る
。
特
に
壁
面
後
退
に
つ
い
て
は

ま
ち
と
し
て
の
合
意
が
得
ら
れ
に

く
い
中
、
町
方
・
六
川
英
一
氏
が

率
先
し
て
自
ら
の
建
物
を
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
合
意
形
成
を

推
進
。
国
吉
氏
は
そ
う
い
っ
た
町

方
の
意
向
を
受
け
、
協
定
の
内
容

決
定
、
そ
の
後
の
運
用
協
力
と

い
っ
た
形
で
ま
ち
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
し
た
。
横
浜
の
商
店
街
に

は
商
人
同
士
の
競
争
原
理
が
働
い

て
お
り
、
馬
車
道
の
成
功
を
間
近

に
見
た
伊
勢
佐
木
町
商
店
街
か
ら

も
再
整
備
の
話
が
出
る
。
こ
ち
ら

は
終
日
車
両
乗
り
入
れ
規
制
に
よ

る
完
全
な
歩
行
空
間
化
で
あ
る
。

他
に
は
ア
ー
ケ
ー
ド
の
撤
去
、
無

電
柱
化
、
シ
ン
ボ
ル
ゲ
ー
ト
の
設

置
、
舗
装
の
高
質
化
な
ど
を
行

な
っ
て
い
る
。
元
町
の
ま
ち
づ
く

り
は
１
９
５
５
年
の
壁
面
線
指

定
、
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
に
よ
る
歩
行

空
間
の
確
保
が
行
わ
れ
て
い
た

が
、
み
な
と
み
ら
い
の
開
発
が
い

よ
い
よ
動
き
出
す
と
い
う
こ
と
で

若
手
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
が
80
年

代
に
入
り
始
ま
っ
た
。
車
道
の
片

側
通
行
、
車
道
の
蛇
行
化
、
歩
行

者
優
先
の
レ
ベ
ル
設
定
、
シ
ン
ボ

ル
ゲ
ー
ト
設
置
、
無
電
柱
化
な

ど
、
手
法
と
し
て
は
先
の
２
つ
の

商
店
街
整
備
の
延
長
上
に
あ
る
も

の
で
は
あ
る
が
、
プ
ロ
セ
ス
が
改

善
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
元
町
の
特

徴
で
あ
る
。
整
備
計
画
は
元
町
街

づ
く
り
協
議
会
が
主
体
と
な
っ
て

計
画
し
、
市
に
対
し
て
は
主
に
制

度
上
の
後
方
支
援
の
み
を
要
請
、

先
の
２
つ
の
商
店
街
に
対
し
て
は

行
な
っ
て
い
た
デ
ザ
イ
ン
調
整
に

つ
い
て
も
「
デ
ザ
イ
ン
室
は
デ
ザ

イ
ン
し
な
く
て
い
い
で
す
。
き
ち

ん
と
や
り
ま
す
か
ら
」
と
言
わ
れ

た
と
国
吉
氏
は
苦
笑
い
す
る
が
、

３
つ
の
商
店
街
整
備
を
経
て
、
町

方
が
成
長
し
プ
ロ
セ
ス
ま
で
も
が

変
化
し
た
こ
と
は
大
き
な
成
果

だ
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。

６

北
沢
猛
×
歴
史
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り(

１
９
８
８
―)

　

今
で
も
そ
の
風
潮
は
残
っ
て
い

る
が
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
に

は
良
い
意
味
で
の
緊
張
関
係
が
あ

り
、
新
し
く
来
た
者
は
何
と
か
し

て
自
分
の
専
門
性
を
活
か
す
仕
事

を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
。
国
吉
氏
も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で

「
田
村
さ
ん
や
岩
崎
さ
ん
の
手
の

ひ
ら
か
ら
い
か
に
し
て
飛
び
出
す

か
」
を
常
に
考
え
て
い
た
と
述
べ

て
い
る
。
１
９
７
７
年
入
庁
の
北

くすのき広場（整備前）

馬車道（整備前）

特
集 

《2》 

分
野
別
政
策
史

⑬ 

都
市
デ
ザ
イ
ン
史
　
〜 

都
市
の
個
性
を
つ
く
る 

〜

政

策

五

十

年

史
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1

都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
の

誕
生(

１
９
７
１)

　

横
浜
市
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
行
政

は
１
９
７
１
年
、
都
市
デ
ザ
イ
ン

チ
ー
ム
の
誕
生
か
ら
始
ま
る
。
１

９
６
３
年
の
飛
鳥
田
市
政
誕
生

と
、
そ
の
後
の
田
村
明
氏
入
庁
を

契
機
に
つ
く
ら
れ
た
企
画
調
整
室

（
の
ち
に
企
画
調
整
局
）
が
強
力

に
推
進
し
た
、
横
浜
を
自
立
的
都

市
と
し
て
構
築
す
る
た
め
の
３
つ

の
基
本
戦
略
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
そ
し
て
「
都

市
デ
ザ
イ
ン
手
法
の
導
入
」。
３

つ
の
基
本
戦
略
の
１
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
る
と
は
い
え
、
都
市
デ
ザ

イ
ン
チ
ー
ム
は
わ
ず
か
２
人
、
そ

れ
も
２
人
と
も
嘱
託
職
員
と
い
う

ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
元
々
ア
ー

バ
ン
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
と
呼
ば
れ

て
い
た
が
、
市
会
か
ら
「
ア
ー
バ

ン
デ
ザ
イ
ン
で
は
意
味
が
分
か
ら

な
い
」
と
指
摘
が
あ
り
、「
デ
ザ

イ
ン
」
に
つ
い
て
は
田
村
氏
も
譲

ら
ず
「
都
市
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
」

と
な
っ
た
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
氏
の
著
書
「
田
村
明
の
闘
い
」

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
都
市
デ
ザ

イ
ン
と
い
う
考
え
方
や
、
役
所
の

対
極
に
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
よ
う

な
人
た
ち
を
新
し
い
血
と
し
て
、

組
織
や
議
論
を
活
性
化
す
る
意
図

が
あ
っ
た
。
そ
の
都
市
デ
ザ
イ
ン

チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
は
岩
崎
駿
介

氏
。
東
京
芸
大
建
築
科
を
卒
業

後
、
大
学
教
員
と
し
て
ガ
ー
ナ
に

渡
り
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
都
市

デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
後
に
ボ
ス
ト

ン
市
役
所
で
実
務
を
経
験
、
飛
鳥

田
市
政
に
共
感
し
、
田
村
氏
を
訪

ね
た
と
い
う
。
も
う
１
人
は
そ
の

後
40
年
に
渡
り
都
市
デ
ザ
イ
ン
行

政
に
一
貫
性
を
持
た
せ
る
軸
と

な
っ
た
国
吉
直
行
氏
。
早
稲
田
大

学
在
学
中
に
横
浜
を
テ
ー
マ
と
し

た
コ
ン
ペ
の
開
催
を
き
っ
か
け
に

田
村
氏
と
出
会
い
、
卒
業
後
直
接

門
戸
を
叩
い
た
。
田
村
氏
の
記
述

か
ら
、
横
浜
の
都
市
デ
ザ
イ
ン
の

重
要
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
ひ
と

癖
、
ふ
た
癖
あ
る
人
た
ち
の
参
入

も
戦
略
の
う
ち
に
あ
っ
た
こ
と
が

伺
え
る
。
横
浜
・
都
市
デ
ザ
イ
ン

の
事
業
に
関
す
る
記
述
は
数
多
く

あ
る
が
、
今
回
は
事
業
だ
け
で
な

く
関
係
す
る
主
だ
っ
た
人
物
の
両

方
に
着
目
し
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
室

に
伝
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
も
交

え
な
が
ら
論
述
す
る
。

２

田
村
明
×
大
テ
ー
ブ
ル
主
義

　

田
村
氏
の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
ス
タ
ー
ト
し
た
企

画
調
整
室
に
は
１
・
８
ｍ
四
方
の

特
製
製
図
板
が
置
か
れ
、
都
市
デ

ザ
イ
ン
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
３
つ
の
戦
略
を
受
け

持
つ
各
部
署
が
一
堂
に
会
し
、
企

画
調
整
の
主
な
目
的
で
も
あ
る
総

合
性
の
確
保
の
た
め
、
情
報
は
共

有
さ
れ
、
平
場
の
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。「
目
標
会
議
」
と
名
付
け

ら
れ
た
毎
月
曜
日
の
こ
の
会
議
で

は
、
実
際
に
業
務
を
進
め
て
い
る

担
当
や
係
長
が
主
に
発
言
し
、
田

村
氏
と
直
接
や
り
と
り
を
し
た
。

た
だ
の
テ
ー
ブ
ル
で
は
な
く
製
図

板
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
場
で
エ

ス
キ
ー
ス
や
ス
ケ
ッ
チ
を
描
き
、

具
体
的
な
議
論
が
行
え
る
よ
う
に

で
あ
る
。
作
業
が
深
夜
に
及
ぶ
こ

と
も
多
か
っ
た
都
市
デ
ザ
イ
ン
室

で
は
「
あ
の
頃
は
大
変
で
、
よ
く

大
テ
ー
ブ
ル
の
上
で
寝
た
」
と

い
っ
た
よ
う
な
話
が
語
り
草
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
大
テ
ー
ブ
ル

は
今
で
も
昔
の
よ
う
な
横
断
的
・

総
合
的
な
議
論
の
場
と
し
て
、
ま

た
そ
の
象
徴
と
し
て
、
都
市
デ
ザ

イ
ン
室
で
大
切
に
使
わ
れ
て
い

る
。

３

岩
崎
駿
介
×
市
街
地
環
境
設

計
制
度
（
１
９
７
３
―
）

　

当
初
「
都
市
は
、
道
路
や
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
だ
け
で
な
く
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
建
築
物
が
集

ま
っ
て
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
よ
り
良
い
都
市
環
境
の

実
現
に
は
、
個
々
の
建
築
物
が
都

市
環
境
へ
の
配
慮
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
」
と
い
う
書
き
出
し

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
た
「
横
浜

市
市
街
地
環
境
設
計
制
度
」。
こ

の
制
度
設
計
は
大
学
で
法
律
と
建

築
の
両
方
を
専
攻
し
、
民
間
経
験

も
豊
富
な
田
村
氏
発
案
の
下
、
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
を
担
当
さ
れ
て
い
た

廣
瀬
良
一
氏
と
都
市
デ
ザ
イ
ン

チ
ー
ム
の
岩
崎
駿
介
氏
が
中
心
と

な
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
道
路
の
貧

執
筆桂

　
有
生

都
市
整
備
局
都
市
デ
ザ
イ
ン
室

後列右端が国吉氏、
前列左から田村氏、岩崎氏、北沢氏

弱
で
あ
っ
た
横
浜
の
歩
行
者
空
間

を
充
実
す
る
よ
う
な
公
開
空
地
、

後
に
は
歴
史
的
建
造
物
の
保
全
と

も
引
換
え
に
、
高
さ
制
限
の
緩
和

と
セ
ッ
ト
で
容
積
率
の
割
増
を
す

る
「
ボ
ー
ナ
ス
」
の
考
え
方
は
、

ア
メ
リ
カ
で
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
実

践
を
経
た
岩
崎
氏
な
ら
で
は
の
発

想
だ
っ
た
こ
と
が
当
時
調
整
課
、

後
の
初
代
都
市
デ
ザ
イ
ン
室
長
、

内
藤
惇
之
氏
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
か
ら
も
分
か
っ
て
い
る
が
、
岩

崎
氏
本
人
は
、
都
市
デ
ザ
イ
ン
の

取
組
み
が
都
心
部
ば
か
り
に
集
中

し
て
い
る
と
い
う
思
い
か
ら
、
市

内
各
地
域
を
想
定
し
て
制
度
設
計

し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
ま

た
、
山
下
公
園
通
り
で
の
ペ
ア
広

場
な
ど
の
実
践
的
試
み
が
こ
の
制

度
制
定
以
前
に
行
な
わ
れ
て
い
た

と
い
う
点
は
興
味
深
い
。
環
境
設

計
制
度
は
都
市
デ
ザ
イ
ン
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
横
断
的
に
取
り
組
ま

れ
て
い
た
こ
と
の
好
事
例
で
あ
る

と
同
時
に
、
今
も
継
続
的
に
良
質

な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ぺ
ー
ス
を
創
出

し
て
い
る
。

【 都市デザイン 横浜 】  

【 歴代・都市デザイナーの果たしてきた役割 】  

2011 

2003　 

創造都市 

2001　 

トリエンナーレ 

� 
2007 

【歴代都市デザイナーの役割】　
　・ひとつの場所で、空間・時間・人間のデザインに関係し続けることが出来ること

　・計画から設計、デザイン調整までの一貫したデザイン

　・庁内限定の情報を元に適切なデザインが出来ること

　・歴代のインハウス・デザイナーが独自のこだわりから生み出されてきたテーマ型のまちづくり

　・その下地となった個性の発揮が認められる組織風土について

６

←横浜市の政策誌：調査季報に寄稿した

　都市デザイン史。個人にスポット



26

都市
デザイン
横浜
展 まちを

つくる

個性と

魅力ある

2022.3.5　→4.24土 日

開催
記録

【 温故知新 ／ 都市デザインの復権 】  

【 都市デザイン 横浜展　- 個性と魅力あるまちをつくる - 】  ７

【都市デザイン 横浜展】  

　1971年に都市デザインの専門チームが出来てか
ら50年を記念した展覧会。専門家は元より、一般
市民や比較的若年層に支持され、当初一ヶ月の会
期を延長、最終的に来場者は１万人、同時に作成
したカタログの販売数は3000冊を超えた。

【担った役割】

　・50周年記念事業全体の企画統括
　・展覧会の企画、構成、デザイン調整
　・デザイナー、写真家の選定
　・カタログの企画、執筆
　・関連講演会の企画
　

会場構成：abanba

グラフィックデザイン：アスカコヤマックス／stgk

　　　　　　　　　　　NOGAN／NDCグラフィックス



【 都市デザイン 横浜展　- 個性と魅力あるまちをつくる - 】  

【 直近5年の成果について ／ 温故知新 ／ 都市デザインの復権 】  

８

比較的理解しにくい「都市デザイン」を誰にでも分かりやすい言葉と
模型や写真、映像、ハッシュタグなどを用いて伝えようと試みた。
また、一般市民を味方とすることで、庁内外での都市デザインの復権を目指した。

ブラタモリの
ような展示。

10,000人
来場

祝



【 都市デザイン 横浜 】  

【 横浜の都市デザイン ／ 風景をデザインする 】  

デザイン調整による質の高い空間 

↓ 

公共空間活用の提案 

（象の鼻パーク／テラス）

同一エリアで幾重にも重ねる 

デザイン調整（５事業） 

↓ 

点から面へ 

時間をかけた風景のデザイン

デザイン手法の開発 

（新しい建築での歴史性表現など） 

↓ 

別エリアでの応用と面的展開

戸塚再開発：江戸時代のカラーコード四十八茶百鼠 

格子や市松模様と壁面緑化の組合せなど

金沢八景区画整理：格子や切妻屋根、市松模様などと 

壁面緑化の組合せなど

９



【 都市デザイン 横浜 】  

【 横浜の都市デザイン ／ 風景をデザインする 】  

１０



【 JR関内駅＋関内駅北口広場 】  

【 横断的調整とその仕組み 】  

１１

【JR関内駅＋関内駅北口広場】  

　JR駅舎のバリアフリー化に合わせた、市の広場整備事
業。併せて当初、馬車道や伊勢佐木の反対側を向いていた駅
を街側に向けて顔づくりすることを目的としている。異なる
主体間、土木と建築、さらに７年に渡る長期プロジェクトの
中で、横断的調整を行いながら、質の高い公共空間の実現を
はかった。
　

【担った役割】

　・設計推進体制の構築
　　（外部有識者によるデザイン部会の設置）　
　・広場のデザイナー（建築家）の選定
　・駅舎と広場の設計者合同ワークショップ
　・駅舎と広場の共通コンセプトの策定
　・歩行者空間の拡充推進
　　（歩道拡幅＋商店街へのアプローチの整備）
　・長期プロジェクトにおける推進体制の維持

設計者：

JR関内駅：JR東日本建築設計

関内駅北口広場：オリエンタルコンサルタンツ

　　　　　　　　コンテンポラリーズ



【 JR関内駅舎 ＋ 関内駅北口広場 】  

【 横断的調整とその仕組み 】  

上の句：関内駅南口歩行者専用道路化 → 中の句：北口広場と歩道拡幅（今回整備） → 下の句：再開発に伴う歩行者専用道路化（将来形）

１２

　JR駅舎と公共広場（道路）という異なる主体が長期（７年間）に渡って、街の顔をつくるプロジェクトだったことから、外部の専門家からなるデ
ザイン部会を設け、調整を図った。さらにこのプロジェクトでは一歩踏み込み、駅舎、広場の実務設計者による合同設計ワークショップの場を設
け、共通のコンセプト「NEW in OLD」(開港の街に新しいものを挿入する)を掲げて、一体的なデザインとなるようプロデュースする役目を担った。

　また、デザイン性とまちづくりへの深い理解が必要とされたことから、広場の土木設計コンサルの下に地元の建築家を登用し、より横浜・関内に
ふさわしいデザインを行える体制づくりを担ってもらった。結果として広場の大屋根の曲面は、そのままJR駅舎の天井にスムーズにつながり、街の
シルエットをイメージした「壁柱」が駅舎と広場の連続したファサードを生み出している。

　併せて拡張した歩道は、既に先人たちが実現した南口の歩行者専用道路化を受けた「下の句」であり、今回実現できなかった北口の歩行者専用道
路化は駅前の再開発と合わせて数年後に実現する予定となっている。



みなと大通り及び横浜文化体育館周辺道路

みっける
みなぶん
2020.11.9 mon 11.30 mon

みなと大通り及び横浜文化体育館周辺道路

みっける
みなぶん
2020.11.9 mon 11.30 mon

●自由にご利用ください（自分なりの使い方をみっけよう）

●火気厳禁・禁煙

●ごみは持ち帰りましょう（ごみ箱はありません）

●場所は譲り合いましょう

●距離をとって感染対策

●夜は静かに、周囲の迷惑になることはやめましょう

●販売行為はできません

「みっけるみなぶん」とは？

ご
利
用
ル
ー
ル

アクセス

◉発熱等の風邪の症状がある方、体調がすぐれない方は、
ご来場をお控えください。

◉来場にあたり、マスクの着用、手指の消毒、
来場者同士の距離の確保へのご協力をお願いいたします。

◉みなとみらい線 日本大通り駅
　県庁口すぐ

◉JR根岸線 関内駅
　南口より徒歩3分

◉横浜市営地下鉄ブルーライン
　伊勢佐木長者町駅　徒歩2分
　関内駅　徒歩3分

◉駐車場はございません。
　公共交通機関にてご来場ください。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策について

みなぶんってなんだろう？ 何がみっけられるんだろう？
そんなギモンを持ったあなたは、もうみなぶんの入口に立っています。
「みっけるみなぶん」はみちの新しい使い方を見つける実験のこと。
さあ、みなぶんであなたも自分の場所をみっけよう！

Discover your place!
あなたの場所をみっけよう！

実験に関する内容のお問い合わせは下記メールアドレスまで。
info＠minabun.yokohama

［ 主 催 ］
［実施・運営］

横浜市
日建設計シビル・カナコン・オンデザインパートナーズJV

https://minabun.yokohama/

横浜スタジアム

横浜公園

みなと
大通り

横浜地方裁判所

大桟橋通り

日本大通り

本
町
通
り

新
横
浜
通
り

海
岸
通
り

日
本
大
通
り
駅

横浜市
開港記念会館旧市庁舎

神奈川
県庁

横浜市
中区役所

尾
上
町
通
り

大通り公園

横浜文化
体育館

横浜
武道館

JR
関
内
駅

伊
勢
佐
木

長
者
町
駅

神奈川県庁
新庁舎

市
営
地
下
鉄

関
内
駅

「
み
な
ぶ
ん※

」で
は
、

地
域
の
回
遊
性
を
向
上
し
、

賑
わ
い
や
魅
力
の
あ
る
道
路
と
す
る
た
め
に
、

車
道
幅
を
狭
め
て
歩
道
を
広
げ
る
な
ど
の

再
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

『
み
っ
け
る
み
な
ぶ
ん
』で
は
、

将
来
道
路
で
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
た
ら
よ
い
か
、

そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
を

み
な
さ
ん
と
試
し
、

議
論
、実
験
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
験
中
、い
く
つ
か
異
な
る
タ
イ
プ
の

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
ま
す
。

み
な
ぶ
ん
を
訪
れ
て
、

ち
ょ
っ
と
居
心
地
の
い
い
場
所
や
、

過
ご
し
方
を
ぜ
ひ
、

み
っ
け
て
く
だ
さ
い
！

※

み
な
と
大
通
り
及
び
横
浜
文
化
体
育
館
周
辺
道
路
の
略
称

みなぶんの再整備事業に関する詳細はこちらから
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/doro/jigyo_kikaku/mina-bun.html

社会実験の詳細はこちらから

道 路 空 間 の 使 い 方 を み つ け る 2 日 間 ！

主催：横浜市都市整備局都心再生課 /道路局企画課 /都市整備局  都市デザイン室  
企画・運営等受託者：オンデザイン　

Two days to think about how to use Minabun !!!

2022. 10/22 10/23sat.- sun.

関 内駅南口広場

横浜BUN T A I のご紹介
横浜エクセレンスの
試合日程のご案内

10:00-18:00 

コンテンツ企画協力：関東学院大学 /株式会社電通 /株式会社G R A C E

「みなぶん」※では地域の回遊性を向上し、賑わいや魅力ある道路と
するために車道幅を狭めて歩道を広げるなどの再整備を予定しています。
「みっけるみなぶん」では、将来道路でどんなことができたらよいか、
そのためには何が必要かをみなさんと試し、議論、実験していきたい
と考えています。10月22日（土）、23日（日）の２日間、沿道の方々と
連携し、キッチンカーなどを出店するイベントを実施しますので、
ぜひお越しください。

横浜市中区港町１丁目

UNI COFFEEによる
コーヒー・カヌレの販売
コラボキッチンカーの出店

関東学院大学と
沿道店舗とのコラボ
キッチンカーの出店

沿道の方々との連携

南口

北口

旧市庁舎街区

横浜公園

JR関内駅

みっけるみなぶん2は
関内えきちか未来プロジェクトの
一環で開催しています。

https ://www.c i ty . yokohama. lg . jp/kurash i/
machizukur i -kankyo/doro/ j igyo_k ikaku/mina-bun .html

※みなと大通り及び横浜文化体育館周辺道路の略称

みなぶん

横浜スタジアム

【みっけるみなぶん② 第1弾イベント】

関内駅南口広場

第
１
弾
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

実験に関する内容のお問い合わせ先
都市整備局都心再生課　TEL：045-671-3963
みなぶんの再整備事業に関する詳細はQRより

【 社会実験：みっけるみなぶん 】  １３

【社会実験：みっけるみなぶん】
　市役所の移転に伴い地域の衰退が懸念されたため、横
浜市は旧市庁舎跡地を含め、関東学院大学、BUNTAIな
どの大規模な開発誘導を進めてきた。これらの開発と、
多くの来街者のいる港エリアとの接続向上を図って「み
なと大通りおよび文体周辺道路（みなぶん）」の歩道空
間拡幅を現在、行なっている。

　横浜の都市デザイン文脈に加えて、ウォーカブル、ほ
こみちといった制度が整う中、拡幅部分の利活用を前提
としていたため、設計に先立ち、活用と交通影響の両方
を検証するため「社会実験：みっけるみなぶん」を行
なった。

【担った役割】
　・庁内体制の構築、設計プロポーザルの推進
　・デザイナーと行政、双方を理解する「通訳」
　・コンセプトの設定
　・活用実験、ワークショップの設計
　・パークレット、什器検討
　・機運醸成、地域団体調整

みなと大通り及び横浜文化体育館周辺道路

みっける
みなぶん
2020.11.9 mon 11.30 mon

みなと大通り及び横浜文化体育館周辺道路

みっける
みなぶん
2020.11.9 mon 11.30 mon

●自由にご利用ください（自分なりの使い方をみっけよう）

●火気厳禁・禁煙

●ごみは持ち帰りましょう（ごみ箱はありません）

●場所は譲り合いましょう

●距離をとって感染対策

●夜は静かに、周囲の迷惑になることはやめましょう

●販売行為はできません

「みっけるみなぶん」とは？

ご
利
用
ル
ー
ル

アクセス

◉発熱等の風邪の症状がある方、体調がすぐれない方は、
ご来場をお控えください。

◉来場にあたり、マスクの着用、手指の消毒、
来場者同士の距離の確保へのご協力をお願いいたします。

◉みなとみらい線 日本大通り駅
　県庁口すぐ

◉JR根岸線 関内駅
　南口より徒歩3分

◉横浜市営地下鉄ブルーライン
　伊勢佐木長者町駅　徒歩2分
　関内駅　徒歩3分

◉駐車場はございません。
　公共交通機関にてご来場ください。

新型コロナウイルス感染拡大防止対策について

みなぶんってなんだろう？ 何がみっけられるんだろう？
そんなギモンを持ったあなたは、もうみなぶんの入口に立っています。
「みっけるみなぶん」はみちの新しい使い方を見つける実験のこと。
さあ、みなぶんであなたも自分の場所をみっけよう！

Discover your place!
あなたの場所をみっけよう！

実験に関する内容のお問い合わせは下記メールアドレスまで。
info＠minabun.yokohama

［ 主 催 ］
［実施・運営］

横浜市
日建設計シビル・カナコン・オンデザインパートナーズJV

https://minabun.yokohama/

横浜スタジアム
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みなぶんの再整備事業に関する詳細はこちらから
https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/doro/jigyo_kikaku/mina-bun.html

社会実験の詳細はこちらから

設計者：

日建設計シビル

オンデザイン

カナコン

【 ハードとソフトの横断 】  



【 社会実験：みっけるみなぶん 】  

【 ハードとソフトの横断 】  

・相生町一丁目交差点付近の利活用空間では、実験期間中に
約3,700名の方々が利用し、賑わう場面も見受けられました。
また実験前より、実験中の方が歩行者量は増加しました。
⇒回遊性向上や賑わいの創出に向け、更に検討を進めます。

２.アンケート調査結果について
期間中にWEB及び歩行者を対象としたアンケート調査等を実施し、約400人の利用者の皆様

から回答を頂きました。アンケートの主な意見は、以下のとおりです。

非常に良い
166
41%

良い
174
43%

普通
49
12%

悪い
9
2%

非常に悪い
8
2%

①社会実験の評価

・８割以上の回答者の方に社会実験を「良い」と評価して頂きました。
・肯定的な意見としては、歩道が広がることへの期待や休憩するのにちょうど良かったな
どの意見がありました。

・否定的な意見としては、自動車渋滞への懸念などがありました。
・再整備後の道路空間に期待する役割では、「軽く休める憩いの場・座れる場所」が最も多
く、次いで「快適な歩行環境」となりました。

②再整備後の道路空間に期待する役割（複数選択可）
軽く休める憩いの場・座れる場所(ベンチなど)

快適な歩行環境
美しい街並み・風景

じっくり休める憩いの場(カフェなど)
コミュニケーションの場

緑あふれる環境
ひとりでいられる場

歴史文化の体現
イベント実施の場

にぎわいの場
飲食・物販の場
子どもの遊び場

スムーズな自動車交通
駐車・駐輪スペース

楽しく買い物できる場
再整備の必要なし

その他

★利活用空間（みなぶんでっき）の利用について

相生町一丁目交差点付近の利活用空間（みなぶんでっき）の様子

道路活用実験「みっけるみなぶん」の結果について
1.みなと大通り及び横浜文化体育館周辺道路の再整備事業に向けた社会実験の実施について
みなと大通り及び横浜文化体育館周辺道路の再整備の検討に先立ち、車道の一部を規制し、

歩道を広げるなど、人や車の流れや沿道の利活用について検証する社会実験「みっけるみなぶ
ん」を実施しました。 実験実施期間 令和２年11月9日-11月30日

社会実験及び再整備検討の区間図 相生町一丁目交差点付近の実験の様子

将来の整備イメージ（みなと大通り）

令 和 ３ 年 ２ 月
横浜市道路局・都市整備局

みなと大通り及び横浜文化体育館周辺道路再整備

～社会実験（みっけるみなぶん） 利活用空間の使われ方～
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１４

【社会実験：みっけるみなぶん】
　関内のシンボルロードである日本大通りと併走するみなぶん。設計に際して、あらかじめ使うことを想定して、社会
実験により、その具体性を確認しながらソフトをハードの設計に反映する手法を取りました。そのための活用需要、車
両通行への影響を検証するため、行なった社会実験が「みっけるみなぶん」です。これまでに2シーズン開催。

　また、プロポーザル時の提案では可動什器を含む、活用を促すための特殊な提案がなされていた。設計者としては提
案の肝に当たる部分であり、市としては受入れの難しい提案でもあった。その提案の効果や課題の洗出しにも社会実験
は行われ、そこで得られた成果を設計に反映する際に、管理の容易さや普遍性を求める公務員思考と、良いもの、新し
いものを生み出そうとするデザイナーの間に入り、安易に妥協するのではなく双方の視点を極力両立させることを目指
した。実験中にはワークショップの開催やキッチンカーでの賑わい検証なども行い、運営団体の組織化、機運の醸成、
各開発との連携なども模索された。なお、みなぶんを横断するデッキのプロポーザルやデザイン調整も行っています。みなと大通り及び横浜文化体育館周辺道路再整備

～社会実験（みっけるみなぶん） 様々な取組み～

テイクアウトマップ 仮囲い装飾 アンケート（カーゴバイク）

ワークショップ（面白がる会） 沿道店舗の協力

17
装飾ワークショップ



【 社会実験：みっけるみなぶん 】  １５

【 ハードとソフトの横断 】  

※後に設計変更があったため、 
現在施行中のみなぶんは 

当初設計提案とは別物となっている



【 上流から下流までのデザイン 】  

【 横浜市新市庁舎 ＋ デザインコンセプトブック 】  １６

【横浜市新市庁舎＋デザインコンセプトブック】  

　デザインビルド方式が採用され、事業者決定時にはほとんど
のデザインが決まることが予想されたため、発注前に予め市庁
舎に求める「広義のデザイン」を規定し、事業者向けにまとめ
たもの。市民に対しては市役所としての公約ともなる。水辺の
価値の向上、開かれた低層部、横浜の歴史性の表現、シンプル
な高層棟などが記載されているが、作成の過程でのJIAとのコ
ミュニケーション、その後の市民ワークショップ、デザイン調
整や都市美対策審議会もスムーズに運営することが出来た。
　
【担っている役割】
　・新市庁舎デザインコンセプトブックの作成　
　・設計者選定後のデザイン調整、都市美対策審議会
　・低層部にぎわい検討、プレゼンテーションスペース企画
　・市民向けシンポジウム＆ワークショップ企画
　・歴史的遺構の保存、展示監修
　・運用後の低層部にぎわいのサインデザイン
　・高層棟のカラーライトアップ調整
　・低層部、水辺エリア活用の社会実験
　・隣地のURとOpen Kitanaka Project（北仲南エリア活性化）

設計者：

槇総合計画事務所+竹中工務店



公共建築ではあるが、民間提案募集のため、コンセプトブックは官民協働のためのツールでもある。

そのため、検討してもらいたい重要な事項と方向性は記述したが、民間のノウハウが存分に発揮出来

るように、解釈の余地や提案の余白を残すような表現を心掛けた。

【 横断的調整とその仕組み 】  

【 横浜市新市庁舎 ＋ デザインコンセプトブック 】  １７



【 横断的調整とその仕組み 】  

【 デザインコンセプトブックシリーズ 】  

Bukit Mertajam
UD Guidelines

based on the local identity

ver. 1.0

December 2018

Draft 左から

・横浜IR景観デザインノート

・マレーシア・セベランプライ市

　ブキマタジャン地区UDガイドライン

・旧上瀬谷通信施設土地利用基本計画デザインノート

・夜間景観形成ガイドライン

※都市デザイン室では関内駅周辺地区エリアコンセプトブックも作成

旧上瀬⾕通信施設⼟地利⽤基本計画
デザインノート

2023年２⽉

ガイドラインの内容 Specific Guidelines
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快適な歩行者空間をつくる

4‒2. 通り抜けや sidelane、backlane の魅
力を高める

 ⿐ 概要
ＢＭ地区内には、多くの通り抜けやサイドレーン、バッ

クレーンが存在します。現在でも多くの人に使われている
一方、モノが置かれたり、閉鎖されるなどして、快適性が
損なわれている部分も多くあります。

これらの歩行者のための空間を確保していくことに加
え、日よけをつけたり、店舗のお客さん用の出入り口を向
けたり、緑化したりすることで、魅力を高めていきましょう。

これらの取組により、まち全体の歩行者の利便性と快
適性が高まり、歩いて楽しい空間の創出につながります。

Create Pleasant Pedestrian Spaces

4‒3. Create Attractive Pathways, Side 
Lanes, and Back Lanes

 ⿐ Overview
There are many pathways, side lanes, and back 

lanes in the BM district. While many people use them 
even today, some of them are occupied with objects 
or closed down, and their comforts have been 
impaired.

It is encounraged to consider attaching sunshades, 
placing entrances and exits for shop customers, 
and planting greenery as well as ensuring space 
for pedestrians to enhance the attractiveness of 
pathways, sidelanes and backlane.

With these init iatives, the convenience and 
comforts for pedestrians would increase for the 
entire town, leading to the creation of space where 
people can enjoy walking.

 - ＵＤプランなどに位置付けられている、既存の通り抜
けの通路は確保してください。

 - 通り抜けや Sidelane、Backlane が魅力的になるよう
に、緑化や庇の設置、壁面の利活用などに協力してく
ださい。

 - 通り抜けや Sidelane、Backlane に対して、エアコン
の室外機などが露出し、歩行者環境が悪化しないよ
う、設置場所の工夫や遮蔽などの措置を行ってくださ
い。

 - Ensure to maintain the exist ing pathways 
indicated in the UD Plan.

 - Cooperate in making pathways, side lanes, 
and back lanes attractive by planting greenery, 
installing eaves, and utilizing wall surface lines.

 - Consider the appropriate installment location of 
outdoor equipment including air conditionings 
as well as their masking, so that they will not 
be exposed to the pathway, sidelanes and 
backlanes and pedestrian environment will not 
be worsened.

今はあまり使われなくなったバックレーンも、歩行
者空間の一つとして活用できる可能性があります。
There is a possibility to utilize back lanes having 
gone out of use as a pedestrian space.

１８

『個別の構造物をデザインすることなく、都市をデザインする』 
（西村幸夫先生／グラウンドスケープ宣言 より）

旧上瀬⾕通信施設地区のポテンシャル

本地区の持つ⾃然環境を受け継ぎ、
必要な機能を付加し再構築して価値を⾼める

ポテンシャルを活かした新しい価値を⽣み出す

・緑の10⼤拠点としての緑を活かした、
グリーンインフラ※

・既存⽊の活⽤などを踏まえた緑量の確保
・現在の地形を活かした景観形成
・農業を受け継ぐ、営農空間（農業のある⾵景）
・国際園芸博覧会のレガシーを活かした、

花と緑を通じた賑わいの創出

継承する価値 新たにつくる価値

・地域資源と融合した次世代に向けた観光賑わい施設
・まちと⽀えあう⾼付加価値な物流拠点
・災害時には「広域応援活動拠点」や、

地域の避難場所として防災機能を発揮する公園
・まとまりのある農業専⽤地区の特性を活かした

新たな都市農業
・各地区に新しい機能を誘導し

地区間相互の相乗効果をもたらす
・国際園芸博覧会の取組を通じた先端技術等による、

SDGsの達成やグリーン社会の実現

農業⾃然 ⽴地

旧上瀬⾕通信施設地区の価値を最⼤化する
郊外部の新たな活性化拠点

３ 旧上瀬⾕通信施設地区のデザインの考え⽅

まちづくりによって「ポテンシャル」を⾼め、
旧上瀬⾕通信施設地区の価値を最⼤化することで

豊かな環境を活かした郊外部の新たな活性化拠点を形成する
本地区の持つ、⾸都圏に近い広⼤な⼟地、交通利便性の⾼さといったポテンシャルを活かし新しい機能を誘導する

とともに、農や緑といった⾃然環境を次世代へつないでいき、形を変えながらも価値を継承し、本地区のポテンシャ
ルを最⼤限に活かすことで、これらをもとに新たな「持続可能な都市モデル」を創出していきます。

【新たな活性化拠点について】
●都⼼臨海部との相乗効果を図り、横浜市全体の活性化を促す郊外部の新たな活性化拠点
これまで、市内各地でまちづくりが進められてきましたが、特に交通・経済・物流・観光の中⼼としての発

信が強かったのが都⼼臨海部です。
本地区でのまちづくりでは、⾝近な⾃然や良好な環境、個性を活かしたまちづくりを進めるとともに、豊か

な環境を活かした新たな郊外部の活性化拠点として市内に留まらず全国へ横浜の持つ魅⼒の幅広さを発信する
ことが期待されます。
それにより、都⼼臨海部での経済活動やまちづくりとの相乗効果を⽣みつつ、多くの⼈の「横浜に⾏きた

い」、「働きたい」、「住みたい」という⾏動を促進するとともに、横浜市全体のプレゼンス向上を図ること
が期待されます。

█ 旧上瀬⾕通信施設地区の価値を最⼤化するデザイン

6

※グリーンインフラ：⾃然環境が有
する機能を社会における様々な課
題解決に活⽤しようとする考え⽅

⼟地利⽤の異なる４つの地区が連携してまちづくりを進めていく中では、地区間のつながりを創出する境界
のデザインを丁寧に進めることが重要です。

ポイント
●道路空間と⼀体となった景観及び歩⾏者空間を形成
道路空間と沿道の敷地境界部の緑地等のデザイン、沿道の施設の機能・設えなどと合わせて、
各地区はもとより地区全体として⼀貫性のある魅⼒的な景観を創る。

●相対する地区から⾒た時の境界部のデザイン
観光・賑わい地区、農業振興地区、物流地区と公園・防災地区など、相対する地区の景観に影
響を与える外縁部のデザインを、お互いに⼯夫する。

●グリーンインフラのネットワークとして多⾯的な機能を創出
道路およびその沿道のまとまりのある緑地等を、⾬⽔浸透や⽣物の⽣息などグリーンインフラ
のネットワークとしてとらえて、様々な機能を持たせることを検討する。

ポイント

ポイント

⺠有地 道路⺠有地農地 道路

⼤規模施設の
圧迫感を軽減

営農環境への影響（⽇影・
夜間照明等）に配慮した
敷地・施設

⺠有地道路

⼈の滞留・緑化など道路の多様な機能共存
建造物低層部を含む地上部の

魅⼒・快適性向上

⺠有地 道路

公共空間と⺠有地の
⼀体的なマネジメントによる魅⼒創出

道路と沿道の⺠有地境界部で
⼀体的な歩⾏者空間を形成

建物のボリュームの⼯夫による
営農環境への配慮

建物のデザインの⼯夫による
圧迫感の軽減や環境との調和

公⺠連携による境界のデザイン３
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【キーワード】
景観に配慮した統⼀感のあ
るサイン等／敷地境界部の
まとまりのある緑地デザイ
ンによる他地区からの視点
への配慮／駐⾞場や建物裏
側での植栽帯や壁⾯緑化に
よる沿道からの視線への配
慮／建物デザインの⼯夫(⾊
彩、分節、緑化等)による⼤
規模施設の圧迫感軽減

【キーワード】
公共空間と接する⺠有地
のオープンスペース化に
よる賑わいの創出／ベン
チ、イベントスペース、
街路樹・植栽の整備／⺠
有地と道路の⼀体的な利
⽤

環境に配慮した外構

⺠有地道路

のり⾯を活かした緑化

⺠有地 道路

【キーワード】
のり⾯等を活かした⽴体
的に緑視率が⾼まる⼯夫
／⾵の道、クールスポッ
ト／緑を活⽤した敷地・
建物の外構デザイン／⾬
⽔浸透・レインガーデン
／⾃然との共⽣の場、⾃
然を通じたコミュニティ
形成の場の基盤となる
コモンズ※

※コモンズ：コミュニティに属する共通の場所などの意味。『2027年国際園芸博覧会基本計画』の中では、環境性能の⾼い
空間で、「修景」「休息」「滞留・交流」の機能を持つ場と定義し使⽤されている。

視線を遮る緑の緩衝帯により、
⺠有地側のコンセプトを守りつつ、
歩⾏者空間の魅⼒向上

のり⾯を活かして
⽴体的に緑のボリュームを演出

緑量の確保・⾵の道の形成
コミュニティ形成の場コモンズ

浸透

染み上がり

地下⽔

⾬⽔管

⾵の道
緑量

↓ 検討中エリア

（農地・団地）

↓ 検討時。構造を掴むためのメモ


